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アメリカ文学に於て、 リアリズムが自然主義に向って、しぼられてゆく
過程に於て、特異な存在を示し、若くして世を去ったスチーブン、 グレー
ン (StephenCrane)について、その本質的なものに関して、主なる効
品を通して、考えて見たいと思う。
クレーンは、 自分の実生活について、語る事の極めて少ない作家であ
り、又若くして、没つした為に、彼の伝記的事実に関しては、述べて居る
事は、明瞭でない。メンケンの言葉を借りると、 「グレーンは、ボーや、
ホイツトマンについで、 19世紀の、肢もローマン的なアメリカ作家とし
て、歴史に残るであろう。ローマン的思想の時代にあって、ギラギラする
冷い現実を、注視したのが特徴である。」
つまり、 ローマン的作家でありながら、又冷静な、 リアリストである
と、考えられる。
この二つのシチュエーションに､又彼の本質的なものを､見るのである。
クレーンは、 1871年、NewJerseyの、田舎町の古い家柄の牧師の子と
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して生れた。大学を卒業して、 NewYorkに出て、新聞記者となり、貧
民街の実態を知り、小説Maggie:AGirloftheStreetを書き上げた。
貧民街は、バワリー(Bowery)と言った。これは、1893年に自費出版さ
れ、 ｜可然主義に鮫も近接した作品と考えられている。 iiii単に筋を述べると
先づ、 I晒巷に争う悪瀧たちの罵声や、これをたしなめる母親の、怒号の描
写ではじまる。母親は、泥酔してしばしば、蕃察の厄介になると云う女で
ある。その、いかつい身体から、家中に粗野で、暗い圧迫感をまきちらか
し、家の者達も、閉口しているのである。この様な家庭に育ちながら、美
しさを失わないマギーも、年頃になって、工場通いを始めるのであるが、
そこで一人の男と知り合い、愛情を感ずる、 しかし、 まもなく棄てられ
る。これから街頭の女、そして肢後には、堀削に、身を投ずると云う運命
になる。
これは明らかに、自然主筏的素材である。尚、上の作品より、少し引用
して考えて見ると、
ThebabyTommie,died.Hewentawayinaninsignificant
coffin,hissmallwaxenhandclutchingaflowerthatthegirl.
Maggie,hasstolenfromanltalian・She dJimmielived.
（赤ん坊のトミーは死んだ。小さい蝋の様な手で、娘のマギーが、 イタリ
ー人から盗んで来た花を握って、見すぼらしい棺に入って行ってしまっ
た。彼女とジミーは、生きていった｡)この文は、良く彼の素質を、あら
わしている。簡潔な表現の中に、鋭い迫力を投げている。こうした文体
は、後年、ヘミングウェイに影響していったと考えられる。
更に、ジミーが長じて、無為な生活を、送っている部分を引用すると、
Jimmie'soccupationforalongtimewastostandatstreetcor
-nersandwatchthe-worldgoby,dreamingblood-reddreamsas
thepassing.
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ofprettywomen.Hemenacedmankindattheintersectionsof
streets・Atthecornershewasinlifeandoflife・Theworldwa
-sgoingonandhewastheretoperceiveit.
「ジミーの仕事は、久しい間、街角に立って、美しい女の通る時、血の
様に赤い夢を見ながら、世間の人々の、通りすがりを眺める事であった。
彼は、十字路で、人間どもを威嚇した。街角にいると、生き生きと生気が
あった。世の中は動き、彼は、立って眺めて居た。」
この文に於て、美しい女の通るのを見て、欲情を感ずる青年に、 「血の
様に紅い夢」を見させるのは、色彩感覚としては、特異な感性を見るので
あり、欲情の性格を、荒々しくしては居るが、 ｜可時に、欲情の暗示として
は、官能的な脂っこさが、欠けていると思われる。
次に、Hemenacedmankind･･…･…。の文に於ては、彼らしい直減さ
と、一種の効果の評量を見るのであるが、 しかし、奇妙な抽象を、感じる
のであり、客観描写としては、充分でないと考える。この作品に於ても、
冷静に、つきはなして沓かれた印象を受けるが、それはクレーンが、 自我
が強いあまり、作中の人物に、自己を投入する事が､出来ない為であると
忠はれる。マギーは、あく迄クレーンのマギーであるが、又マギー的女性
一般とも云える。潔境の描写には、充分考慮を払った様であるが、女主人
公を、死に追いこむ必然性の描写は、不充分である。
又、マギーには、社会的な人間関係もなく、生物学的人間観もなく、生
理に密着した心理の探求もない。又、集団的な機能の中で、生物的な欲望
や、生理的な機能に規定された人間が、必然の遊程をたどって行くと云う
決定論(determinism)にも、加わっていない。彼は、社会に対する体系
的な知識を持っていない。既存の、どの様な理論にも、敬意を示そうとせ
ず、又接近しようともしない。アカデミックなもの、学問的なものを、拒
絶する、故に、建設的な社会批判に、向うことがなかった。
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次に、代表作「赤い武勇の徴」 (TheRedBadgeofCourage)につ
いて述べて見ると、これは、 1863年南北戦争の舞台になった、チヤンセラ
ーヴイル(Chancellorsville)の戦闘の史実に、もとずくものである。南
北戦争に出征した一青年ヘンリー、 フレミングの体験を、記録した形のも
のであり、作者は、戦争を知らず、たr南北戦争の、生きのこりの軍人の
話をき典、或は、 トルストイの「戦争と平和」から、示.I変を受けたと言わ
れている。その特質としては、彼は外面的な服装や、風貌等言ったものに
は、殆んど、関心を示して居らず、又種々の原因で起り、又民衆に影響を
与える戦争より、彼の強い関心事は、戦場にあるのである。そして、其の
戦場に於ける--兵士の心理描写に、あるのである。この事は、実際に目撃
した事のない戦争を、生き生きと描き出す彼の想像力の、強烈さを語って
居ると云える。その心理描写は、戦場と云う概念的な枠のなかで、烈しい
心理を、殆んど直覚的に把えて、端的に投げ出す仕方である。又作品中の
比嚥や、 イメージは、彼独特のもので、原色風の実に華麗なものである。
少し例を上げるならば、
=aredra礫〃堂thered,formidabledifficultiesofwar,〃菫the
redanimal-War,〃菫theapproachOftheredandgreenmo刀ste
-rp〃等。
次に、此の作品の本質的なものを、たどって見ると、先づJ.ドナルド、
アダムスは、 「人間を絶望的な、駆り立てられる動物」として描いて居る
と云い、 ロバート、ウスター、ストールマンは、 「此の作品に於ける戦闘
は、象徴的戦闘であり、変化と精神的成長の中に、人間の救いを、把えよ
うとしている。」と述べ、戦闘の持つ意味を、生との関連に於て、象徴的
に抽出して、その現実性を、稀薄なものとして述べている。
筆者は、ストールマン風に、一兵卒の立場から、主体的に捉えた個人と
集団、即ち戦争を通して孤立的な精神が、社会との融和を計ると云う本質
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的な自意識の問題として、考えたい。
ヘンリーの、即ちクレーンの、周囲との不調和の意識は、戦場を通し
て、宿命的と云える自意識から、脱つしたかの様に見えるが、長くは続か
なかった。自意識､即ち他から見られていると云う意識は､彼に常につきま
とって居り、彼を、不安定にさせるのである。この事については、後程、
短篇の中で詳述したい。
さて、作品の標題、戦傷を意味する「赤い微」の特つ意味について考え
たい。即ちジムの死に先立つ部分で、ヘンリーが、戦傷者の中に入りこむ
文、 Hewasamidwounds・Themobofmenwasbleeding.「彼
は、負傷の中にかこまれた。兵隊の群が血を流していた。」こ典では、傷
を負えるものに対する共感を、見るのである。
又「時々彼は、負傷兵の方を羨しげに眺めた。肉体を傷つけた人々が、
幸福そうに思えた。 自分も又、赤い武勇の徴しである傷を、負いたかっ
た。」この文に於ては、負傷に神秘的な意味を認め、一種の共感を示して
居ると云えよう。又作品中の自然観、即ち、自然が人事に対して、無関心
な位でなく、時に敵意を示すという思想は、 ローマン主義的自然観を、否
定するものと云えよう。
次に短篇､TheBrideComestoYellowSky(花むこイエロー、スカ
イに来たる） （1898）について、述べて見たい。これは、「西部もの」の
代表作で町の習慣に反して、花嫁を迎えた主人公が、 イエロースカイに帰
って来る迄の遊中の物語を、彼独特の心理描写を入れながら、 リズミカル
の名文で描いてゆき、鹸後に、漸く帰った新居の近くで、政敵にピストル
をつきつけられ、非常な恐怖に、おそわれる物語である。
この作品に見られる特徴は、奇妙な、アンテイ、 クライマックス風の結
末であり、心理的緊張にもりあがった瞬間、何かr入りこんで、あっけな
く解決してしまうと云う人間性が、瑚笑される様な場面が多く、そこに残
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るものは、虚無感である。以下作品を追いながら、彼の本質的なものを、
少し考えて見たい。
Vastflatsofgreengrass,dull-huedspacesofmesquitand
Cacutus,1ittlegroupsofframehOmes,woodsoflightandtender
trees,allweresweepingintotheeast,sweepingoverthehorizon,
aprecipice．「広い緑草地lifや、ケペヤとサボテンの、灰色をした所や、
木造家屋の群や、薄い、かぼそい木々の茂等、すべて東の方に、地平線
の、絶壁の向うに拡がって居た。」
上文の様に、彼は、類型的なものを並べる事により、印象を、より鮮明
にし、又そのリズム感は、ヘミングウェイの行動的な文に大いに影響を与
えるのである。
尚、前に述べた彼の自意識の強い所を引朋してみると、
Hesatwithahandoneachknee,lik manwaitipgina
barber,sshop，TheglanceshedevotedtootherpasseDgerswere
furbiVeaUdshy．「彼は、理髪店で待って居る人の様に、ひざに手を下
して坐って居た。彼が他の客にそ及いだ視線は、ぬすみ見る様で、はにか
んで居た。‐司
又、TheblushescausedbythecarelessscrutinyofSomepasse
-ngersasshehadenteredthecarwerestrangetoseeuponthisp
-lain:,under-classcouptenance,whichwasdrawninplacid,alm
-ostemotionlesslines．「彼女が車に入って来た時、或る乗客が､不注意
にじろじろ見る事により生じた赤面すると云う事は、穏やかな、殆んど無
表情な線で描かれている此の不器量な、下層階級の顔つきに、見る事は不
思議であった。」
即ち、作品中の主要人物を通して、クレーンが如何に他人の意識を気に
していたかr分るのであり、その底に欲望が、自意識の障壁を破って、共
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通なものを、求めようとする動きを見るのである。尚、次に、Atlastth
-eywenttothedining-car.Two-rowsofnegrowaiters,inglow
ingwhitesuits,surveyedtheirentrancewiththeinterest,anda
-lsotheequanimity,ofmenwhohadbeenforewarned.ThePair
felltothe!otofaWaiterwhohappenedtofeelpleasuremstee
-ringthemthroughtheirmeal・Heviewedthemwiththemanner
ofafatherlypilot,hiscounte刀anceradiantwithbenevolence.
Andyet,astheyreturnedtotheircoach,theyshowedintheir
facesasenseofescape.
「終に、彼等は、食堂車に行った。ネグロの給仕が、二列に並び、白衣
を蝉やかせながら、前以って注意されていた人々に、接する様な興味と平
静さで、彼等の入って来るのを見渡した。新婚の二人は、彼等が食事をす
るのを、 じろじろ見る事に、楽みをたまたまおぼえた多くの給仕達に面し
た。彼は、父の様に指導者らしく、又親切心に輝く顔つきで、彼等を眺め
た。しかし、二人は、自分達の車に帰った時、顔にほっとした表情を示し
た。」
上の文に終ても、作者の自意識が、印象的に述べられて居り、 そして
「父の様に指導者らしく……彼等を眺めた。」の文に於ては、作者が、自
意識の壁を越えて、無雑な共感の場に入ろうとして居る、と思われる。そ
して、再び二人の車に帰った時の安堵感は、自意識が虚無化したものと云
えよう。
又、HeknewfullweJlthathismarriagewasanimportantth
-ingtohistown.Itcouldonlybeexceededbytheburningofthe
newhotel.…………AndnowthetraiDwashurryinghimtoward
asceneofamazement,glee,andreproach.
HeglancedoutofthewindowatthelineofhazeswingingsIo
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-wlyintowardthetrain. 「彼は、彼の結婚は、町に対して、一つの重
要な事である事を、充分知っていた。その軍要性は、新しいホテルの火事
によってのみ、越される事が出来た。……そして、今列車は、彼を、驚き
と喜びと、非難の場面に向って、急がせていた。彼は窓から、列車に向っ
てゆっくりとゆれている霜の流れを見た。」
即ち、作品の主人公は、町の習慣に反した結婚をした事を、真剣に、気
にして居るのであるが、その重要さを、新しいホテルの火事と、比較して
述べている事は、アンテイ、クライマックス風の結びであり、読者の心理
を、 もてあそぶとも考えられ、前に述べた様に、人間性が、瑚笑されて云
ると考えられる。又、驚きや、再び、悲雌等感情の錯綜した緊張したシー
ンから、不意に読者の心を、全く別の世界である流れる弱の方向に転換さ
せる、所謂、悲劇的シチュエーションが、－一挙に、ほぐれて、今迄の心的
緊張が影をひそめ、そこを支配するものは、ただ虚無感と言えよう。
以上、短篇について、少し述べた次第であるが、クレーンが、此の様な
櫛成を、幾つかの作品にとったのは、従来の小説、即ちローマン主義的フ
ィクションへの、反綴であった事は、云う迄もない。しかし又、因果関係
に、 しばられた自然主義的結末にも、同感を示していない為の様である。
リアリストであるウイラ、キヤザーは、次の様に批評している。 「クレ
ーンは、事物や人間の説明にあたって、正確を期したり､苦心したりしな
い。彼は描写をやらない、故にアメリカの作家のうちでは、描写が肢もす
ぐれている。」この様に、逆説的な表現で、彼の描写力を承認している。
その原因を考えて見ると、彼には、文学について、体系的知識がない為
に、却って、伝統の束縛を受ける事もなく、印象を、自由に述べ得たと云
えよう。結局、現在の秩序に対して、主我的叛逆を試み、説明をぬきにし
て、結論だけを印象的に述べているのである。
次に、彼の詩について考えて見たい。
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クレーンは、 「黒い騎手、その他」 （1895）と、（戦は恵み深し、その
他」 (1899)の二つの詩集と、他に短い詩形の百余りの詩を書いている。
彼の詩は、簡潔で集中的で、専ら抑揚に丈け頼る自由詩である。紅や黒
を主体とした色彩感覚を通して、鮮明なイメージを作り出す。素材は、神
とか、罪とかに関する思念が最も多く、これについで、真理や人間で、道
徳的意識が強い。
「黒い騎手」より引用すると、
Wellthen,Ihatethee,unrighteollspicture:
wickedimage,Ihatethee:
So,strikewiththyvengeance
Theheadsofthoselittlemen
Whocomeblindly.
Itwillbeabravething.
「それならば、私はお前をにくむ、不正な姿よ・邪悪の像よ、私はお前
もにくむ。
だから、復讐の心で、盲のように進んでくるそれらの小さい者の、頭を
うて、それは、いさぎよい事であろう。」
こ上では、果敢な反抗を、神に対して試みる彼であり、神の憎しみを以
って応えようとする感情があるが、反面盲目的に歩む人間に対する侮蔑
が、見られる。しかし、人間の貧しさが、神の愛情に対処されて、平静な
ムードをつくっている。
又、 IcanftbuyyourpatternsofGod.
Thelittlegodsyoumayrightlyprefer.
「君の様な型の神を、買うわけにはゆかない。君が小さい神々を、ほし
がるのも当然であるが｡…．．。」
即ち、奇妙な行商人達が、それぞれの神を売りに来るのに対して、上の
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様に応じて、無力な神を売りつけようとする既成宗教の､セクト主義を潮
るのである。罪の概念の具体的内容は、必しも明らかではないが、罪の意
識は、彼の詩には著しい。
次に、 「戦は、恵み深し、その他」について述べて見ると、一節を引用
すると、
Motherwhosehearthunghumbleasabutton,
Donotweep,Wariskind.
「ボタンの様に、つ上ましく心をたれかけている母よ､泣くでない､戦
は、恵み深いのだ。」
此の詩は、娘に、愛人が戦場にたおれても、泣いてわいけないと慰め、
又父を亡くした子や、子供を失った母に、呼びかけるスタイルである。こ
れは、逆説的に、反戦の叫びであるとも考えられるが、 しかし、正面か
ら、解釈して、絶大な戦の神の力を、讃美して居ると考えられる。
そして、その底に流れるものは、現世否定のペシミズムと言えよう。
以上述べた詩集の性格は、人間評価の点で、本質的に主体的偏向を示し
て居ると云えよう。そして、その前提には、人間否定のペシミズムが、あ
ったのである。
以上クレーンについて、本質的なものを、少し述べて来た次第である
が、病魔と闘いながら、常に、冷静に人間即ち自己を、見つめている彼の
姿に、ジヨーゼフ、コンラツドは、 「外から何か、彼を抑えるもの、死の
警告の如きものが、あるのであろう｡｣と述べているが、全く同感である。
又フランスの現代文学者ジャック、フエルナン、カーンは、彼の文章に
ついて、次の様に述べて居る。 「それは、むきだしで正確な談述、言外
に、無情な意味を、一つぱいにかくした、乾いた皮肉、或いは運命論とも
客観主義とも、呼べばよべるものである。作者の感情は、全く番物から、
かくされていて、主人公たちは、ヘミングウェイの主人公たちと同様に、
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当然あらわれるべきものが、現われる人物らしい様子をしている。」
次に彼の文体について-一言するならば、 「レッド、バッジ」の中の、素
朴で、低く調子を押しさげた救述の傾向は、後にヘミングウェイに非常な
影響を与えている。肢もヘミングウェイ的なものとして、次の「'rheop
enboat」の短篇の中より一節を引用して見ると
Theysattogetherinthesameseat,andeachrowedanoar.
Thentheoilertookbothoars;thenthecorreSpondenttookbo
-thoars;thentheoiler;thenthecorrespondent.
Theyrowedandtheyrowed.
此の単純な言葉と、繰返しの中に、ヘミングウェイ的なものを見る事が
出来よう。すべての思考が､肉体に吸収され、特殊な境地の文学が提供さ
れている。
カール、ヴアンドーレンは、 「クレーンは、現在尚生きている作家であ
る。」と言っているが、前述した様に、後年の有名作家が彼より非常な影
響を受け、又、類型の作家も、現在活躍している。
クレーンは、アメリカの90年代の生んだ鋭才でありながら、しかも、そ
の時代的限定を、はるかに越えていたと云えよう。 （41．8． 11）
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